
























URL: http://jomon-japan.jp（2017 年 2 月 5
日にアクセス）
真正性　Authenticity　世界遺産においては
OUV (Outstanding Universal Value、傑出し












2011 年のワークショップで ICOMOS の世界遺
産アドバイザーが指摘している。
URL: http://whc.unesco.org





















































































































































































































直径 4 〜 5 メートルほどの 1 棟の竪穴で木を何本使ったかということを調べて
みたところ、30 本くらいということがわかりました。小型の直径 3 メートル
ほどの竪穴では、直径 20 センチくらいの木が 16 本、5 メートルぐらいの縄文





















リは非常に腐りにくいです。御所野遺跡の復元建物は現在建築から 13 〜 14 年
経っていますが、今でも柱はほとんど腐っていません。これが他の木だとおそ
らくあっという間に腐ってしまうと思います。竪穴建物の場合、主に土の中に
211-1 縄文時代の建物復元の方法と課題
埋められた部分はすぐ腐食してしまいますが、クリの木はほかの木に比べてか
なり長持ちします。近世民家では土に近い、あるいは接する場所にある土台は
今でもクリを使っています。
　最近は編み物についても調べています。縄文人がいろいろな技術を持ってい
たことは最近、次々と明らかになってきました。東京都東村山市の下宅部遺跡
からは縄文時代のカゴがたくさん出土しています。金沢にくる途中に寄って見
学してきましたが、すばらしかったです。自然と一体となった生活をしていた
ということが、よくわかります。このような技術を読み取るためには頭で考え
るだけでなく、自分たちが関わって体験してみなければなかなか理解できない
こともあるということを強調したいと思います。
　最後に掘立柱建物ですが、これは正直に言って、あまり根拠がないです。得
られた情報は柱を埋めた穴だけですから上部構造は全くわからない。ただ富山
の桜町遺跡からいろんな建築材が出て掘立柱建物の部材ではないか、という資
料も少しずつですが増えているので今後の研究に期待したいと思います。御所
野遺跡では普通の住居ではないだろうと考えています。配石遺構（墓）の周辺
だけにあることから墓に伴う施設ではないかと考えています。そのうちの 1 棟
では柱が抜かれたあとの穴に焼かれたトチが大量に入れられていました。大量
にあるトチのなかにクリやクルミが少量含まれていました。同じように大量に
焼かれた木の実が 2 か所で見つかっています。いずれも竪穴建物の炉の上にそ
のまま残っていましたが、その場合もトチが圧倒的に多く、それにクリやクル
ミが少しというように同じ比率で含まれていました。おそらくきちんと準備を
して意図的に、しかも炭化して残ることを意識して焼いたと思います。これは
祭祀的な行為以外には考えられません。つまりこのような祭祀的な行為にかか
わっていることから、御所野遺跡の掘立柱建物跡も祭祀的な色彩の強い建物と
想定することが可能だと思います。
　建物復元を行うことで、縄文人の生活や考え方なども新たに見えてきたとい
うのが最近の状況です。
東京都東村山市の下宅部遺跡　縄文時代後・晩期
の低湿地遺跡で、多くの木製品とともに編組製品
が多く出土している。
御所野遺跡では普通の住居ではないだろうと考え
ています　前掲『縄文遺跡の復原』（林・岡村編
2000）の中でも、モガリの施設、墓前祭祀の施
設など、様々な案が出されている。
